
守
れ
雇
用
・
営
業
・
暮
ら
し

中
央
決
起
集
会

全
労
連
、
新
婦
人
、
年
金
者
組
合
、
東
京
地

評
な
ど
が
全
国
か
ら
結
集
し
、
雇
用
破
壊
、
不

況
が
続
く
中
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
４
・
22

緊
急
対
策
を
求
め
る
中
央
決
起
集
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
・
全
労
連
大
黒
議
長

19
万
５
千
人
が
職
を
失
い
、
雇
用
破
壊
が
さ

ら
に
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
月
に
４

日
し
か
仕
事
が
な
い
建
設
労
働
者
も
い
ま
す
。

09
年
予
算
成
立
後
、
補
正
予
算
を
だ
し
た
。

２
年
後
に
は
消
費
税
の
増
税
で
国
民
の
負

担
を
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
麻
生
内
閣

は
大
企
業
中
心
の
政
治
を
続
け
て
い
る
。

く
ら
し
を
守
る
た
め
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実

施
を
め
ざ
そ
う
。
輸
出
優
先
か
ら
内
需
拡
大
に

切
り
替
え
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

日
本
共
産
党
小
池
晃
議
員

政
府
は
経
済
対
策
15
兆
円
を
打
ち
出
し
た
。

知
恵
を
出
せ
ば
も
っ
と
や
れ
る
。
今
必
要
な
の

は
消
費
税
の
減
税
・
食
料
品
に
消
費
税
を
か
け

な
い
、
大
企
業
に
雇
用
の
責
任
を
持
た
せ
る
こ

と
。
儲
け
の
８
割
は
株
主
の
た
め
に
使
っ
て
い

る
。
今
こ
そ
大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ

せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

確
か
な
雇
用
回
復

の
た
め
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
善
、
社
会

保
障
の
立
て
直
し
が
必
要
で
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
、
社
会
保
障
の
予
算
二

二
〇
〇
億
円
毎
年
削
減
を
や
め
さ
せ
よ
う
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃
止
、
農
業
・
中

小
企
業
を
応
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
会
で
は
グ
ア
ム
島
へ
の
移
転
の
た
め
の

論
議
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
基

地
を
作
る
の
に
な
ぜ
日
本
が
大
金
を
出
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
母
子
加
算
を

撤
廃
す
る
の
に
二
〇
〇
億
円
が
あ
れ
ば
で

き
ま
す
。
一
刻
も
早
く
解
散
総
選
挙
に
さ

せ
審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

各
団
体
の
発
言

派
遣
労
働
者
、
山
口
県
防
府
市
・
マ
ツ
ダ

労
働
者
か
ら
は
、
「
景
気
が
悪
い
と
首
切

り
が
行
わ
れ
た
。
解
雇
と
同
時
に
住
ま
い

も
な
い
。
紙
切
れ
１
枚
で
解
雇
の
通
知
が

あ
っ
た
。
私
た
ち
は
労
働
者
派
遣
法
に
基

づ
き
労
基
署
に
申
告
を
行
っ
た
。
４
月
30
日
に

山
口
県
労
働
基
準
局
に
提
訴
し
ま
す
。
が
ん
ば

り
ま
す
」

東
京
土
建
瀬
田
副
委
員
長
か
ら
は
、
「
私
た

ち
は
仕
事
・
賃
金
の
調
査
を
や
っ
た
。
95
％
の

人
が
厳
し
い
と
答
え
て
い
る
。
今
、
最
大
の
建

設
不
況
と
な
っ
た
い
ま
す
。
建
設
職
人
は
１
日

い
く
ら
で
働
い
て
い
る
。
１
人
で
は
な
ん
と
か

生
活
し
て
い
て
も
家
庭
は
持
て
な
い
。
く
ら
し

と
命
を
守
る
た
め
、
全
国
の
仲
間
と
一
緒
に
共

に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
国
会
に
向
け
デ
モ
行
進
を
行
い
雇

用
を
守
れ
、
消
費
税
増
税
反
対
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
廃
止
し
ろ
、
最
低
賃
金
を
引
き
上

げ
ろ
な
ど
元
気
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ

行
進
し
ま
し
た
。
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今月の主な記事
１頁、４・２２中央決起集会、お知らせ

２頁、介護をよくする東京の会、生存権裁判を支える

東京連絡会第３回総会 ３頁、学習決起集会、春の

面談 電話相談村 ４頁、東京の保育問題

お知らせ
国会行動 12時15分～13時 第二衆議院議員会館前

５月１３日（水）、２７日（水）

東京社保学校 ５月９日（土）けんせつプラザ東京

10時～16時 誘い合わせてご参加下さい

２００９全都ヘルパー集会 ５月２４日（日）

ラパスホール（東京労働会館７階）13時～16時

第７回常任幹事会 ５月２８日（木）14時～16時

東京労働会館５階会議室

都知事各政党要請行動 ６月１日（月）10時15分

都庁第１庁舎ロビー集合、行動後昼休み集会

後期高齢者医療制度きっぱり廃止集会

６月２日（火）14時～16時 中野ゼロ小ホール

４
・
22
中
央
決
起
集
会

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
決
起
集
会



一
一
八
団
体
・
個
人
の
賛
同

３
月
14
日
、
豊
島
区
南
大
塚
の
ラ
パ
ス
ホ
ー

ル
で
、
「
介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
」
の

結
成
総
会
・
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
民
医
連
、
東
京
社
保
協
、
東
京
医
労

連
、
東
京
地
評
、
東
京
自
治
労
連
、
年
金
者

組
合
・
新
婦
人
や
地
域
か
ら
、
利
用
者
・
家

族
と
労
働
者
・
事
業
者
が
共
同
し
て
運
動
を

広
げ
よ
う
と
92
名
の
参
加
で
し
た
。

記
念
講
演
を
日
本
福
祉
大
学
・
石
川
満
教

授
か
ら
「
憲
法
や
社
会
保
障
の
権
利
性
か
ら

見
た
介
護
保
険
制
度
の
改
善
課
題
」
と
題
し

て
を
講
演
し
て
介
護
保
障
の
現
状
、
介
護
保

障
の
充
実
を
す
る
た
め
の
課
題
、
介
護
報
酬

の
経
過
、
何
を
ど
う
改
善
す
る
か
な
ど
提
起

し
ま
し
た
。

準
備
会
事
務
局
よ
り
、
「
介
護
を
よ
く
す

る
東
京
の
会
」
結
成
へ
の
提
案
と
経
過
報
告

が
あ
り
、
そ
の
後
、
討
論
・
交
流
を
行
い
10

人
か
ら
意
見
・
実
態
の
報
告
な
ど
活
発
な
討

論
と
な
り
運
動
へ
の
期
待
が
実
感
で
き
る
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

巣
鴨
地
蔵
通
り
商
店
街
で
の
宣

伝
行
動

桜
が
満
開
の
４
月
４
日
、
巣
鴨
地
蔵
通
り

商
店
街
で
「
介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
」

は
大
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
、
東
京
民
医
連
、
東
京
地
評
、

東
京
自
治
労
連
、
東
京
医
労
連
、
地
域
社
保

協
な
ど
19
団
体
27
名
の
参
加
で
し
た
。

地
蔵
通
り
商
店
街
は
縁
日
の
日
で
人
も
多

く
、
介
護
保
険
の
改
善
め
ざ
す
宣
伝
行
動
は

賑
わ
い
ま
し
た
。

弁
士
も
介
護
の
実
態
を
話
し
、
一
緒
に
改

善
を
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

署
名
は
１
時
間
で
一
三
一
筆
集
り
、
チ
ラ
シ

を
八
〇
〇
枚
配
布
し
ま
し
た
。
署
名
を
し
て

く
れ
た
方
か
ら
は
「
介
護
保
険
は
ほ
ん
と
に

ひ
ど
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
」
「
安
心
し
て

利
用
で
き
る
介
護
保
険
に
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
多
く
の
方
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
生
存
権
裁
判
を
支
え
る
東
京
連
絡
会

第
３
回
総
会
と
学
習
決
起
集
会
が
、
４
月
11

日
（
土
）
、
板
橋
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
支
え
る
会
、
都
団
体
、
弁
護
士

な
ど
一
五
九
名
の
会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
で

し
た
。

生
存
権
裁
判
を
支
え
る
東
京
連

絡
会
第
３
回
総
会

司
会
は
久
保
桂
子
さ
ん
（
東
京
地
評
常
任

幹
事
）
が
行
い
ま
し
た
。

須
山
代
表
委
員
（
都
生
連
会
長
）
の
開
会

あ
い
さ
つ
の
後
、
淵
上
隆
弁
護
士
（
東
京
生

存
権
裁
判
弁
護
団
事
務
局
長
）
か
ら
控
訴
理

由
書
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
野
謙
司
事
務
局
長
か
ら
、
「
地
域
支
え

る
会
は
17
地
域
に
広
が
っ
た
。
高
裁
に
向
け

た
署
名
は
50
万
目
標
に
対
し
、
五
万
八
、
二

七
六
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
到
達
に
な
っ
て
い

ま
す
。
当
面
５
月
14
日
の
高
裁
第
２
回
控
訴

審
ま
で
に
10
万
筆
を
や
り
き
ろ
う
。
す
べ
て

の
地
域
に
支
え
る
会
を
確
立
し
よ
う
。
控
訴

審
や
宣
伝
行
動
へ
の
参
加
」
な
ど
経
過
報
告

と
今
後
の
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

裁
判
所
前
の
宣
伝
行
動

４
月
27
日
（
月
）

12
時
～
13
時
、
署
名
提
出
後
衆
参
予
算
委

員
へ
の
要
請
行
動

第
２
回
高
裁
控
訴
審

５
月
14
日
（
木
）

14
時
～

大
法
廷

12
時
半
～
裁
判
所
前
宣
伝
行
動
、
裁
判
後

報
告
集
会

ご
参
加
下
さ
い
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「
生
存
権
裁
判
を
支
え

る
東
京
連
絡
会
」
総
会
・

学
習
決
起
集
会

介
護
を
よ
く
す
る

東
京
の
会



東
京
生
存
権
裁
判
を
支
え
る
第
３
回
総
会
に

続
き
、
学
習
決
起
集
会
が
同
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
講
演
・
公
文
昭
夫
さ
ん

年
金
実
務
セ
ン
タ
ー

代
表
・
社
会
保
障
問
題

研
究
家
の
公
文
昭
夫
さ

ん
か
ら
「
大
不
況
克
服

の
道
は
、
平
和
と
暮
ら

し
・
社
会
保
障
第
一
の

政
治
へ
の
転
換
し
か
な

い
」
と
題
し
て
、
熱
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

社
会
保
障
の
大
事
な
砦
は
生
活
保
護

一
九
二
九
年
に
世
界
恐
慌
が
起
き
た
が
、
社

会
保
障
の
充
実
が
厳
し
い
事
態
を
変
え
た
。
日

本
と
ド
イ
ツ
は
侵
略
と
軍
需
産
業
の
道
を
進
め

た
。

社
会
保
障
は
生
活
保
護
か
ら
始
ま
っ
た

生
活
保
護
か
ら
失
業
保
険
、
健
康
保
険
が
生
ま

れ
、
最
低
賃
金
制
度
を
作
っ
た
。
一
九
七
三
年

の
春
闘
共
闘
で
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
、
年

金
改
善
、
保
育
所
を
作
れ
、
労
働
者
の
権
利
な

ど
運
動
が
進
ん
だ
。
労
働
者
の
賃
金
を
上
げ
る

に
は
生
活
保
護
基
準
の
引
き
上
げ
が
必
要
だ
。

何
を
す
べ
き
か

①
生
存
権
保
障
は
最
優
先
の
課
題
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い

②
所
得
再
分
配
を
す
べ
き

③
最
低
生
活
費
か
ら
は
税
金
を
取
ら
な
い

日
本
の
貧
困
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
運
動
の
中
心
に
な
っ
て
欲
し
い
。

力
を
入
れ
た
春
の
相
談
村

「
派
遣
切
り
」
に
あ
っ
た
労
働
者
を
支
援
す

る
派
遣
村
実
行
委
員
会
は
、
4
月
８
日
（
水
）

～
９
日
（
木
）
に
日
本
青
年
館
で
「
春
の
面
談
・

電
話
相
談
村
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
京
民
医

連
か
ら
も
２
日
間
で
延
べ
46
人
（
医
師
12
・
看

護
師
16
・
Ｓ
Ｗ
9
・
事
務
９
）
が
参
加
し
、
医

療
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。
今

回
は
、
２
日
間
で
38
人
の
医
療
相
談
が
あ
り
、

そ
の
内
５
人
が
緊
急
受
診
し
、
２
人
が
入
院
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
約
10
人
の
方
に
、
一

両
日
中
の
病
院
受
診
を
す
す
め
ま
し
た
。
ま
た
、

相
談
者
38
人
の
う
ち
健
康
保
険
を
持
っ
て
な
い

人
は
25
人
い
ま
し
た
。
保
険
証
を
も
っ
て
い
る

と
い
う
人
の
中
に
は
「
短
期
証
で
今
月
で
切
れ

る
」
、
あ
る
い
は
「
社
会
保
険
か
ら
国
保
に
変

わ
っ
た
が
、
以
前
の
滞
納
分
も
あ
り
国
保
料
が

高
く
て
払
え
な
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

不
況
を
理
由
と
し
た
雇
用
破
壊
が
始
ま
っ
て
か

ら
一
定
期
間
が
経
過
し
、
慢
性
疾
患
を
持
っ
て

い
る
方
で
受
診
が
で
き
な
く
な
り
、
薬
も
な
く

な
り
、
症
状
が
悪
化
し
て
い
る
人
が
目
立
ち
ま

し
た
。
全
国
に
は
こ
う
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
急
い
で
医
療
機

関
に
受
診
で
き
る
よ
う
な
手
立
て
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
に
よ
る
と
、
相
談
に
こ
ら
れ
た

4
分
の
1
の
方
が
医
療
（
心
と
身
体
の
相
談
）

の
必
要
な
状
況
で
あ
り
、
心
不
全
・
腎
不
全
・

脳
外
傷
か
ら
く
る
痺
れ
、
糖
尿
・
精
神
疾
患
や

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題
な
ど
、
い
ず
れ
の
疾

患
に
お
い
て
も
長
期
化
し
て
お
り
、
病
気
を
隠

し
て
働
く
も
の
の
、
無
理
が
利
か
ず
に
離
職
・

解
雇
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
症
状
と
生
活
環
境

も
悪
化
さ
せ
て
い
く
相
談
が
多
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
の
中
で
、
民
医
連
で

は
、
困
難
を
抱
え
た
人
々
に
寄
り
添
う
活
動
を

進
め
よ
う
と
、
無
料
低
額
診
療
の
促
進
、
街
頭

で
の
相
談
活
動
、
患
者
さ
ん
訪
問
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
命
を
守
る
ス
テ
ッ
カ
ー
」
（
写
真
）
の
貼
り

出
し
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー

に
は
、
「
医
療
・
介
護
の
こ
と
な
ど
、
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
病
院
や
診
療
所
、
法
人
名
な
ど
と
と
も
に

電
話
番
号
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
街
の
中
に
貼
り
出
す
こ
と
で
、
地
域
で

の
助
け
合
い
を
少
し
で
も
広
げ
ら
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

東
京
民
医
連
事
務
局
次
長
・
河
内
光
久

地
域
で
の
相
談
会
を
広
げ
て
い

こ
う
！

ま
も
な
く
相
談
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
で
き
ま
す
。

大
い
に
活
用
し
て
下
さ
い
。
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学
習
決
起
集
会

春
の
面
談

電
話
相
談
村

命を守るステッカー

日
本
青
年
館
で
の
相
談



保
育
所
足
り
ず
待
機
児
急
増

景
気
の
悪
化
を
背
景
に
雇
用
と
生
活
の
不

安
が
広
が
る
な
か
、
全
国
的
に
認
可
保
育
園

（
公
立
・
私
立
）
の
入
所
希
望
者
数
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
東
京
二
十
三
区
で
は
、

四
月
の
申
し
込
み
が
三
万
六
一
三
八
人
で
前

年
に
比
べ
て
約
四
千
人
増
、
杉
並
区
で
は
三

〇
％
増
と
な
る
な
ど
、
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
少
子
化
対
策
、
待
機
児
解
消
が
叫
ば
れ

続
け
て
き
た
の
に
保
育
園
が
足
り
ず
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
な
が
ら
働
く
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
と
い
う
矛
盾
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

保
育
に
企
業
参
入
を
推
進

石
原
都
政
の
も
と
、
私
立
保
育
園
へ
の
補

助
が
切
り
下
げ
ら
れ
、
各
園
で
は
賃
金
の
抑

制
と
非
正
規
化
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
園
庭
が
な
く
面
積
も
狭
く
、
看
護

師
配
置
も
必
要
が
な
い
な
ど
、
基
準
の
低
い

独
自
の
認
証
保
育
所
制
度
を
創
設
し
、
企
業

参
入
と
そ
の
増
設
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

八
割
が
企
業
経
営
の
Ａ
型
（
駅
前
型
）
は
三

六
四
園
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
が
、
保
育
料

は
所
得
に
応
じ
た
設
定
で
は
な
く
、
役
所
を

通
さ
ず
に
直
接
利
用
者
が
園
と
契
約
す
る
制

度
で
ゼ
ロ
歳
児
の
月
額
平
均
で
六
万
五
千
円

な
ど
、
非
常
に
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
職
員

の
待
遇
は
厳
し
く
、
東
京
都
の
調
査
で
も
月

収
二
〇
万
円
以
上
は
五
・
六
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
施
設
長
で
も
二
〇
万
円
以
下
が
四
五
％

を
占
め
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
、
東
京
都
は

「
年
齢
が
二
〇
代
前
半
の
施
設
長
も
い
る
の

で
、
一
概
に
低
い
と
は
言
え
な
い
」
（
認
証

保
育
所
係
）
と
い
う
姿
勢
で
す
。
保
育
を
支

え
る
中
心
の
担
任
で
も
時
給
八
〇
〇
円
台
と

い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
働
き
続
け
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
す
。

認
証
保
育
所
を
国
の
制
度
へ
？

い
ま
、
規
制
改
革
を
求
め
る
経
済
界
な
ど

の
要
望
に
応
じ
る
形
で
国
の
保
育
制
度
「
改

革
」
論
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
月

に
そ
の
方
向
性
を
示
す
第
一
次
報
告
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
認
証
保
育
所
と
酷

似
し
た
制
度
へ
の
転
換
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
運
動
が
広
が
る
な
か
、
マ

ス
コ
ミ
も
認
可
保
育
園
へ
の
直
接
契
約
制
度

の
導
入
に
批
判
的
な
報
道
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
補
助
金
の
不
正
受
給
や
突
然

の
閉
園
、
著
し
く
食
材
費
を
抑
え
る
な
ど
、

認
証
保
育
所
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
る
な
か
、

保
育
を
公
的
責
任
の
も
と
質
を
高
く
す
す
め

る
の
か
、
基
準
を
緩
め
て
本
格
的
な
企
業
参

入
へ
の
道
を
す
す
む
の
か
、
都
議
選
に
む
け

て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
保
育
労
東
京
地
本

書
記
長

民
谷

孝
則
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東
京
シ
リ
ー
ズ

第
１
弾

東
京
の
保
育
問
題

☆子どものしあわせがいちばん☆

◇守らねば、公的保育！５・３０集会◇

－保育制度改変と東京の保育－

この集会でいっしょに学び、保育関係者の共

同で、国の保育制度「改革」に反対し、東京の

公的保育制度の拡充を実現させる運動をすすめ

ていくことを確認し合いましょう。ぜひ、ご参

加ください。

日 時：２００９年 ５月３０日（土）

１３時３０分～１６時３０分 (受付１３時か

ら)

場 所：南大塚ホール（大塚駅南口徒歩５分）

参加費：５００円

 基調報告 (都議会会派アンケート)

 ミニ講演 浅井春夫氏

(立教大学コミュニティ福祉学部)

 フォーラム

(介護職員、認証保育所職員、公私立保育所職員、

保護者など) ＊浅井先生も参加予定です。

 集会アピール

主催 公的保育・福祉を守る東京実行委員会

〒166-0001杉並区阿佐谷北３－３６－２０

TEL03-3339-1601 FAX03-3338-1609

08
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
福
保
労
の
仲
間


